
























二十九年）において、富士登山につ て書かれた武島羽衣「金明水」の中でも、山の風景を描写 いる際 「秀霊」が用いられている。















瓜生氏はこれについて「一般にそう説かれている。私は 論旨 別段異議はない」と述べながらも、日本には古来より「登山のため 登山」が存在していたと述べている。瓜生氏は、先に挙げた志賀重昂『日本風景論』とウェストンの著作「日本アルプス登山と探検」 （明治二十九年）を「日本山岳文学史上の宝典」とし、 『 風景論』につ て次 ように評した。
志賀は「春爛漫」 「秋蕭々」 「花鳥風月」に加えて、朔北の氷雪、峻山嶮岳の美を謳歌した。在来の日本にはなかった美意識である。（中略）日本の山岳美を称揚し、在来の抒情に近代科学のメスを加えた点、本書が画期的な意味を持つ結果となり、かつ文明開花の若者たちに山の魅力、実体を知らしめた。 「登山の気風を興作すべし」という彼の意図は十二分に達せられた。
	
ここでは、地質学や植物学、気象観測といった「学術登山」が行われ
る中、 「もっとも勇敢に峻岳を征服したのは地図作成の測量技師たちであった」と指摘する。 「あたかも日本の登山と登山思潮が、近代の方向を得ようとする き」に『日本風景論』は刊行され広がりを見せたのである。瓜生氏は「ただ彼独特の「日本礼讃」が随所に顔を出している点が、気にならないでもない」という疑問を呈して いるものの、おおむね『日本風景論』が世情 ともに山岳 対する描写に新たな視点を導入したことは疑いないとしてい 。
ここで挙げられたウェストンと志賀は、それぞれのちの明治三十八年
に結成される「日本山岳会」の名誉会員 なっている。この「 山岳会」は日本の近代的登山の歴史の中で大きな影響を与えた 同会では小島烏水が昭和六年に初代会長に就任している。小島烏水は、明治期における紀行文史の中で、高須梅渓が記した区分
（１）
の「第三期」に当たる、近


















た際の形が秀麗または特異な山を名山と呼ぶと同時に、山内に入って眼にすることのできる景観も名 の要素 している。 （中略）自然科学の発達と登山の普及により、山岳を鑑賞的、学術的に捉える気運が高まり、名山の評価基準が多様さを加えてきたことになる。












吉江は、ヨーロッパでは、十八世紀までは「山岳と へばむしろ恐ろしい場処であり、悪魔の棲家であり、足を踏入る可き処ではな 」と考えられていたと述べ、それに比して日本人にとっての は、 「山頂を眺めるに一種崇拝の情なしではゐられなかつた」もの あるとし、 「山岳は悪魔の棲家ではなくして、寧ろ聖地であり、霊地であつた」と述べている。ここでも山頂は「眺める」ものであると捉えられていることも指摘おきたい。
この吉江喬松『自然美論』 、とりわけ「山岳美論」は、山岳文学を論じ














人を超人的な力を持つ人とみなした」とある） 。第２に、富士講による富士登拝は、代参ではなくなり 女性や子供 老人も参加するようになった。第３に、富士登拝は道中に鉄道を用い ようになり、東京から富士山頂までの往復の所要日数が３～４日になった ４に、富士山頂を阿弥陀 住む西方極楽浄土とみなす意味づけが消失し、富士山は木花咲耶姫 どの聖地 意味づけられたが、それらを体験できる装置 創出されなかった。

















































『大漢和辞典』の『語彙索引』では、この中で「秀麗」 、 「秀嶺」 、 「霊秀」のみが掲載されており、語釈においても「秀霊」のみ典故が掲載されていないため、 「秀霊」は和製漢語ではないかと推測できる。
他の美辞麗句表現では、中国漢詩を下敷きに踏襲される風景描写は数





































































水秀霊 気」という用法が紹介されている。明治四十年の時点で、 「秀霊」は「山水秀霊の気」という定型的な表現が一般的 ったこ がわかる。
本稿の冒頭で掲げた志賀重昂『日本風景論』と武島羽衣「金明水」 （ 『美

















このように、 「秀霊」の項目はなく、 みが掲載されている。明治二十二年の『言海』では「秀霊」のみが掲載されていたことに鑑みれば、 『新訂大言海』の編纂にあたり、 「秀霊」から「秀麗」に切り替わったとみることができるだろうか。
















































































として、 「秀麗」のみである。漢語辞書では、 「秀霊」と「秀麗」は並記される例は見られなかった。しかしながら、個々の語釈を見る 、 「秀霊」は「セイレイ」の記述 り、語が有する意味は異な ものである。 「秀霊」の項目が立てられてい 用例 二件しか見られ かったのは、やはり和製漢語であるからといえるだろう。
漢語辞書における「秀霊」は「セイレイ」と記述されている点は、国
語辞書と類似する「霊妙」の意味をはらんでいたといえるだろう 。翻っていえば、国語辞書の中では登場しな った「秀嶺」が漢語辞書では認識され、山水にまつわる形容として 含まれて 。
辞書記述の全体像を見ると、和製漢語だと考えられる「秀霊」と、中

















文語 口語 文語 口語 文語 口語
明治28 	 2	（2） 	 0 	 3	（2） 	 0 	 4	（3） 	 0
明治34 	 2	（1） 	 0 	 0 	 0 	 6	（2） 	 0
明治42 	 0 	 1	（1） 	 0 	 0 	 2	（2） 	 4	（2）
大正６ 	0 	 0 	 0 	 0 	 0 	 0
大正14 	 0 	 0 	 0 	 0 	 0 	 9	（4）
合　計 	4	（3） 	 1	（1） 	 3	（2） 	 0 12	（7） 13	（6）
－39－





盖し同じく山なりと雖も欧米清土に矗々たる山嶂 孰れか我が富士山と霊秀を競ふべきも ありや（野口勝一「我邦風土の美」 ）
「霊秀」は野口勝一の用いた例が二件と、人名が一件あり、計三件であった。
次に、 「秀麗」の用例を抜粋して紹介する。
其山水風光の明媚秀麗なると、其国民の敦厚義烈なると、共に妙機妙用なる天の真美に通じ、 （宮島春松「日本 音楽」明治二十八年文語）大町君が一層大臣を偉大にせられた は更 快とすべきなり、 （稍過褒の感あれども今少しく二公の比較論を試みなば、時平公は容貌秀麗才気鋭発の貴公子にして剛毅 して膽略あ 進取的政治家なり、（本多辰次郎「菅公の左遷に就いて」明治三十四年文語）


























風景を表現する類型的な表現である美辞麗句表現が採録された美辞麗句集が数多く刊行されていたことが挙げられる。そして、実際に著わされた紀行文の中に美辞麗句表現が散見されることから、当時の文章表現に対する欲求、すなわち、学習によって得ら 審美的で類型的な表現を自身の文章中に巧み 用いていこうとする欲求が人びとの心の中にあり、そうした一層を通して風景をうつし取ることが行われていたと指摘できる。 して、そのように生 出された風景が踏襲されていったこ で、美辞麗句表現によってうつし取られた風景は保存されていたのである。
志賀重昂が『日本風景論』の中で述べた「名山」の標準は「一、山の
全体は美術的体式と幾何的体式とを相調合按排せるもの。二、然 ども一山中の境遇は変化多々 してかつ不規律なるもの」であり、志賀は「これなりと信ず」と締めくくっている。これに続けて「火山」を賞賛し「要するに「名山」とは火山の別称なり」と結論づけ、日本の山々の美しさに言及していく である。
志賀は日本の風土の特徴から「名山」について記そうとする前段階の、







長い歴史を持つものであり、それらが西洋美観の受容の中で日本人の独特の感性として位置づけることができた時、その風景描写を担った表現こそ「秀霊」であったのであ 。この「秀霊」の重層的背景には、明治期における、新たな美観や科学的視点が導入されつつも、山岳をくすしいものとして享受していた先人たちのフィルター越しの風景を、ことばの上で共有していた人び の叙景 思潮そのも が顕現 ているといえよう。
注
（
1）		
高須梅渓「明治の美文と紀行文」 （ 『日本文学講座』第十二巻、改
造社、昭和九年） 。梅渓はこの中で明治二十年頃までを第一期、明治二十年～三十年頃までを第二期、第三期は第二期以降から明治末期までとしている。
（
2）		
拙稿「美辞麗句によって 幻出」される風景
―
明治三十年代の
『文芸倶楽部』を視座として
―
」 （ 『立教大学日本文学』第一一五
号、平成二十八年） 。
※引用の際、旧字は新字に改め、傍点・ルビ等は適宜省略した。
（ゆもとゆき
　
立教大学日本学研究所研究員）
